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告
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お
申
し
込
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は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

　ファンキーガールズは、３月１日・２日に東
京で開催された2014全国綱引選手権大会で３位
入賞を果たしました。２年前の同大会でも３位
入賞しており、今回で２度めの快挙となりまし
た。全国大会へは９年連続で出場しており、過
去には３回ベスト８まで進出するなど、堂々た
る成績を収めてきています。

　チーム結成は、平成11年の市民陸上大会の
綱引で優勝したことがきっかけで、その後市民
綱引大会や県の大会などに出場し、強豪チーム
に勝つなどしてチーム内の士気が上がり、そこ
から現在の強豪チームへと歩んできています。
　キャプテンの石井真由さん（本町４）は綱引
きの魅力について、「究極の団体スポーツで、
メンタルが全面に出るし、とても奥が深いス
ポーツです。」と話しました。
　現在メンバーは10名。平成30年福井国体で
綱引が公開競技になっていることから、一緒に
出場を目指す新メンバーを募集しているそう
です。
【連絡先　石井真由さん　☎88 ｰ 1413】

「二度目の全国大会３位入賞！」

女子綱引きチーム
ファンキーガールズ

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

大
会
で
の
競
技
の
様
子
。

力
強
く
、
一
糸
乱
れ
ぬ
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
闘
い
ま
す
。
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人件費
22億　　　 
4,183万円

扶助費
21億4,482万円

公債費
 11億
   4,400
　　 万円

歳 　　出

歳 　　入

義

務

的

経

費

の

そ

他

の

経

費

投
資 的 経 費

繰出金　　
 12億　　　
    8,981
        万円

普通
建設事業

25億　　　　
1,387万円

物件費
14億　　　　
  8,646　　
　　万円

補助費等
 13億4,735万円

積立金
3,128万円

維持補修費
1億9,062万円

貸付金　4億5,430万円

市税
29億3,758万円 

国庫支出金 
18億586万円 

地方交付税
37億9,200万円

市債　14億1,830万円

県支出金　9億2,089万円

分担金および負担金
 1億8,758万円
使用料および手数料
 8,924万円

財産収入 1,181万円
寄附金 300万円
繰入金 5億4,924万円
繰越金 5,000万円
諸収入 5億3,974万円

地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地 方 消 費 税 交 付 金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
交通安全対策特別交付金

自

主

財

源

依

存

財

源

1億4,900万円
900万円
900万円
280万円

3億3,300万円
2,700万円
500万円
430万円

特別会計名 予　算　額 前年度比
育 英 資 金 会 計 4,578万円 + 25.6%
下 水 道 事 業 会 計 9億7,711万円 － 21.9%
農業集落排水事業会計 1億4,913万円 + 10.4%
簡 易 水 道 事 業 会 計 1億1,686万円 +214.6%
国 民 健 康 保 険 会 計 28億7,259万円 + 6.8%
後期高齢者医療会計 3億1,131万円 － 0.3%
介護保険会計保険事業勘定 27億8,830万円 + 0.9%
介護保険会計介護サービス事業勘定 1,420万円 + 17.3%
市有林造成事業会計 3,209万円 － 14.5%

勝山さんちの家計簿
例えば年収を300万例えば年収を300万

（月収25万円）とすると…（月収25万円）とすると…

平成26年度予算
（一般会計性質別内訳） 1か月の家計に例えると

市税などの自主財源
43億6,819万円

給料・パート収入
25万円

地方交付税、国・県支出金等
70億5,785万円

両親からの援助など
40万3,900円

市債発行
14億1,830万円

各種ローンの借入
8万1,100円

収入計
128億4,434万円

収入計
73万5,000円

平成26年度予算
（一般会計性質別内訳） 1か月の家計に例えると

繰出金・補助費・出資金・貸付金
など 30億9,146万円

子どもへの仕送り・各種会費
など 17万6,900円

人件費
22億4,183万円

食費
12万8,300円

扶助費
21億4,482万円

医療費
12万2,700円

普通建設事業・維持補修費 
27億449万円

車の購入・自宅の増改築・修繕費
15万4,800円

公債費
11億4,400万円

ローン返済
6万5,500円

物件費
14億8,646万円

光熱水費・被服費等
8万5,000円

積立金
3,128万円

新たな預貯金
1,800円

支出計
128億4,434万円

支出計
73万5,000円

収　入 支　出

ローンの借
入も増えて
いるわ。

増改築の費
用が増えて
いるね。

平成26年度 予算特集
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予算総額 208億4,840万円
　　　一般会計 128億4,434万円
　　　特別会計 73億 737万円
　　　企業会計 6億9,669万円

一
般
会
計
予
算
総
額
は

過
去
最
大
規
模
に

　

国
の
補
正
予
算
を
最
大
限
活
用

し
、
平
成
25
年
度
３
月
補
正
予
算

と
し
て
前
倒
し
し
た
公
共
事
業
費

（
約
７
億
5
1
0
0
万
円
）
を
加

え
た
予
算
額
は
、
約
1
3
5
億

9
5
0
0
万
円
（
前
年
度
比
約
９

億
1
8
0
0
万
円
、
7
・
2
％
の

増
）
で
、
過
去
最
大
で
あ
っ
た
平

成
９
年
度
当
初
予
算
を
上
回
る
過

去
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
特
別
会
計
と
上
水
道
企
業
会

計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、
２
０

８
億
4
8
4
0
万
円
で
、
前
年
度

比
7
・
6
％
の
増
（
14
億
６
４
１

０
万
円
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
率
改
正
に
伴
い

地
方
消
費
税
交
付
金
が
増
額

　

４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
1
・

7
％
分
が
地
方
消
費
税
交
付
金
と

し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

る
増
収
分
、
約
１
億
1
1
0
0
万

円
は
そ
の
全
額
を
社
会
保
障
費

（
※
扶
助
費
：
児
童
、
障
害
者
、

高
齢
者
、
生
活
保
護
関
係
な
ど
）

に
使
い
ま
す
。

歳
入
は
市
税
・
地
方
交
付
税

と
も
増
額

　

歳
入
予
算
で
は
都
市
計
画
税
の

課
税
区
域
の
見
直
し
に
よ
る
約

2
2
0
0
万
円
の
減
額
と
市
民

税
、
固
定
資
産
税
の
増
額
（
前
年

度
比
約
3
3
0
0
万
円
）
を
見
込

ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
市
税
全
体
で

は
前
年
度
比
で
約
6
0
0
万
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
通
交
付
税
は
前
年
度

比
8
2
0
0
万
円
の
増
を
見
込
み

ま
し
た
。

　

な
お
、
財
政
調
整
基
金
に
つ
い

て
は
国
か
ら
の
「
地
域
の
元
気
臨

時
交
付
金
」
の
積
立
・
取
崩
を
別

枠
と
す
れ
ば
、
当
初
予
算
ベ
ー
ス

で
扶
助
費
や
特
別
会
計
繰
出
金
の

伸
び
に
よ
る
収
支
不
足
を
補
填
す

る
た
め
約
8
5
0
0
万
円
を
繰
り

入
れ
る
予
定
で
、
平
成
26
年
度
末

で
は
約
12
億
9
8
0
0
万
円
の
残

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳
出
予
算
の
概
要

　

歳
出
予
算
で
は
、
人
件
費
が
職

員
数
の
減
員
等
に
よ
り
前
年
度
比

で
約
１
億
2
3
0
0
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。
扶
助
費
は
約
21

億
4
5
0
0
万
円
で
前
年
度
比
約

9
0
0
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
平
成
25

年
度
3
月
補
正
予
算
に
前
倒
し
し

た
分
を
合
わ
せ
て
約
32
億
６
５
０

０
万
円
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
国

の
補
正
予
算
の
よ
う
に
、
事
業
を

早
く
進
め
ら
れ
、
か
つ
財
政
的
に

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
も
の
を
柔
軟
か

つ
即
座
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
備

え
て
い
ま
す
。

　

主
な
建
設
事
業
は
、
新
体
育
館

の
建
設
、
北
郷
小
学
校
校
舎
整
備
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
改
修
、
北
谷

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建

設
等
で
す
。

　

そ
の
他
に
物
件
費
で
は
、
消
費

税
率
ア
ッ
プ
に
よ
る
需
用
費
、
委

託
料
の
増
額
、
臨
時
職
員
の
時
間

単
価
見
直
し
に
よ
る
増
額
、
小
学

校
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
料
の
増
額
等

に
よ
り
、
全
体
で
前
年
度
比
約

4
7
0
0
万
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
費
で
は
臨
時
福
祉

給
付
金
お
よ
び
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
給
付
等
で
前
年
度

比
約
１
億
5
0
0
0
万
円
の
増
、

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
全
体
で

前
年
度
比
約
3
0
0
0
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

平成26年度

勝山市当初予算
　　　　　決まる

〜
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る

〜
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る

　
　
　
　

誇
り
と
活
力
に
満
ち
た　

ふ
る
さ
と
勝
山
の
実
現
〜

　
　
　
　

誇
り
と
活
力
に
満
ち
た　

ふ
る
さ
と
勝
山
の
実
現
〜

―いいまちづくりに向けて、経済再生を推進し地域力・産業力アップを図るー
　市民の思いをまとめ「いかにいいまちをつくるか」をテーマに、国の強力な経済
再生戦略を活用し、希望ある未来を構築するための積極型予算を編成。
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平成26年度 予算特集

働く場の確保、まちづくり観光の推進

平成26年度　市の公共料金等改定

循環型農業の推進、林業および水産業の推進

雪などの災害に強いまちづくりの推進、交通体系の整備

　

ふ
る
さ
と
回
帰
を
促
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
に
、
起

業
、
異
業
種
転
換
な
ど
既
存
産
業
の

活
性
化
お
よ
び
新
規
企
業
の
誘
致
を

図
る
と
と
も
に
、
就
業
地
の
広
域
化

に
対
応
す
る
た
め
の
交
通
網
の
整
備

を
進
め
、
市
民
の
働
く
場
の
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

着
地
型
観
光
、バ
ス
路
線
の
充
実
、

農
商
工
連
携
に
よ
る
新
た
な
観
光
誘

客
機
能
の
構
築
な
ど
、
観
光
振
興
を

図
り
ま
す
。

■
主
要
な
事
業
等

•
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

•
ダ
イ
ノ
・
ア
・
ラ
イ
ブ
開
催

• 

恐
竜
ウ
ィ
ー
ク
ま
ち
な
か

賑
わ
い
創
出
事
業
補
助
金

•
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
外
壁
等

大
規
模
改
修

•「
納
涼
花
火
大
会
」
補
助
金

•
チ
ャ
マ
ゴ
ン
・
チ
ャ
マ
リ
ン

着
ぐ
る
み
作
成

•
都
市
間
観
光
交
流
事
業

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
際
し
、
勝

山
市
で
は
市
民
負
担
の
増
加
を
抑
制

す
る
た
め
、
市
の
公
共
料
金
の
値
上

げ
は
必
要
最
低
限
に
留
め
ま
す
。

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
以
外
の
要
因

で
市
民
負
担
の
増
加
を
お
願
い
す
る

も
の
は
国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

■
主
な
公
共
料
金
等
改
定

• 

国
民
健
康
保
険
税

○
消
費
税
率
ア
ッ
プ
に
伴
う
も
の

• 

上
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
、

農
業
集
落
排
水
使
用
料
等

• 

指
定
管
理
施
設
等
の
使
用
料

• 

危
険
物
製
造
所
等
に
係
る
手
数
料

○ 

受
益
者
が
少
数
で
、
受
益
と
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
改
定

• 

体
育
備
品
の
使
用
料

 

長
尾
山
総
合
公
園
の
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
貸
出
料
な
ど

• 

し
尿
処
理
手
数
料

※ 

右
記
以
外
の
公
共
料
金
等
に
つ
い

て
は
改
定
が
あ
り
ま
せ
ん

　

農
林
水
産
業
の
後
継
者
育
成
お
よ

び
新
規
就
業
者
の
参
画
促
進
を
進

め
、
体
験
型
農
業
の
促
進
、
農
林
水

産
物
の
特
産
品
開
発
・
販
売
と
と
も

に
、
農
地
・
農
業
用
施
設
、
林
道
・

作
業
道
、
水
辺
環
境
の
親
水
化
と

い
っ
た
生
産
基
盤
の
修
繕
・
整
備
を

進
め
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
循
環
型

社
会
と
し
て
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
鳥
獣
害
抑
制
の

取
り
組
み
を
市
民
と
一
体
と
な
っ
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

■
主
要
な
事
業
等

•
経
営
転
換
協
力
金

•
地
域
お
こ
し
応
援
事
業

•
畜
産
経
営
安
定
化
支
援事

業
補
助
金

•
農
地
多
面
的
機
能
支
払
事
業

推
進
業
務

•
有
害
鳥
獣
埋
設
処
理
補
助
金

　

少
子
・
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
、
市
民
、
行
政
、
事
業
者
が
一

体
と
な
っ
て
克
雪
を
図
り
ま
す
。

　

克
雪
に
向
け
た
地
域
住
民
に
よ
る

共
助
の
体
制
や
普
段
か
ら
の
見
守
り

活
動
の
体
制
を
整
え
、
自
主
的
な
地

域
防
災
組
織
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
し
や
す
い
電
車
、
き

め
細
か
な
生
活
バ
ス
路
線
な
ど
運
行

体
系
の
充
実
と
、
新
た
な
交
通
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
、基
幹
道
路
の
整
備
、

住
む
人
に
優
し
い
生
活
道
路
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

■
主
要
な
事
業
等

• 

防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）
整
備

お
よ
び
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化

• 

広
域
路
線
バ
ス
市
内
運
賃
助
成

• 

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
更
新

• 

公
園
施
設
等
撤
去
費
補
助
金

• 

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
渋
滞
緩
和
対
策

田んぼのオーナー　稲刈り

パーク・アンド・ライドの様子

ジオパーク現地視察
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平
成
26
年
度
予
算
の
概
要

予
算
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
し
ま
す

エコミュージアムの推進による市民力、地域力の向上

子育て環境モデル都市、人間性豊かな教育環境の実現

エコミュージアムの推進による市民力、地域力の向上

健康長寿のまち勝山の実現、文化振興、スポーツの振興

　

市
民
の
自
主
的
、
自
発
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
お
よ
び
地
域
住
民
が
主

体
と
な
っ
た
地
区
の
個
性
や
魅
力
を

生
か
し
た
活
動
の
活
性
化
に
向
け
、

行
政
が
支
援
す
る
こ
と
で
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
基
づ
い
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
主
要
な
事
業
等

•
各
地
区
の
地
域
力
向
上
事
業
補
助
金

•
わ
が
ま
ち
魅
力
発
酵
事
業
補
助
金

•
市
制
施
行
60
周
年
記
念

　
　
　
　
　

市
民
企
画
事
業
補
助
金

•
市
制
施
行
60
周
年
記
念

　
　
　

か
つ
や
ま
大
使
招
へ
い

事
業
補
助
金

•
日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
会

全
国
大
会
in
勝
山
（
勝
山
市
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
15
周
年
事
業
）

　

子
育
て
支
援
策
、
学
校
教
育
、
社

会
教
育
に
一
貫
性
を
持
た
せ
て
、
豊

か
な
自
然
と
歴
史
、
文
化
に
育
ま
れ

た
環
境
を
生
か
し
、
誰
も
が
夢
と
希

望
を
持
っ
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま

す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
充
実
を
推
進

し
、
次
代
の
ふ
る
さ
と
勝
山
を
担
う

ひ
と
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
主
要
な
事
業
等

•
5
歳
児
健
診

• 

勝
山
市
立
北
保
育
園
の
民
営
化
に

向
け
た
施
設
整
備

•
小
学
校
校
舎
整
備
事
業

•
保
育
所
職
員
処
遇
改
善事

業
補
助
金

• 
学
校
教
育
に
お
け
る

I
C
T
環
境
の
充
実

•
都
市
間
子
ど
も
交
流
事
業

•
小
学
校
交
流
キ
ャ
ン
プ
事
業

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
お
よ
び
生
物

多
様
性
を
保
全
し
、
市
民
、
事
業
者

と
行
政
が
一
体
と
な
り
環
境
保
全
活

動
等
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
主
体
的
な
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
全
国
に
誇
れ
る
エ
コ
環
境
都
市

勝
山
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

■
主
要
な
事
業
等

•
雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
・

事
業
化
促
進
事
業

•
住
宅
太
陽
熱
利
用
設
備
設
置

促
進
事
業
補
助
金

•
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に

関
す
る
調
査
・
研
究

• 

小
水
力
発
電
等
再
生
可
能

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進

モ
デ
ル
事
業

•
L
E
D
街
路
灯
設
置
補
助
金

•
白
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進

　

多
様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
幅
広
い
世
代
を
対
象
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
の
場
を
充
実

さ
せ
ま
す
。
そ
の
中
心
事
業
と
し
て

長
年
の
市
民
要
望
で
あ
っ
た
新
体
育

館
建
設
事
業
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
次
期

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に
向
け

て
、
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
量
の
設
定
や

次
期
介
護
保
険
料
の
検
討
を
行
な
い

ま
す
。

■
主
要
な
事
業
等

•
新
体
育
館
建
設
事
業

•
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

•
お
で
か
け
サ
ロ
ン
事
業

• 「
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
♪
演
奏
会
」

の
開
催

•「
新
勝
山
の
歴
史
」
第
1
巻
発
刊

•
勝
山
城
博
物
館
連
携
特
別
展

• 

サ
ウ
ル
コ
ス
福
井
「
勝
山
市

サ
ン
ク
ス
デ
ー
」
の
開
催

平泉寺燈明プロジェクト

北谷町の雪景色

おでかけサロンの様子
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②
体
調
管
理
・
予
防
接
種

　

う
が
い
・
手
洗
い
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
や
規
則
正
し
い
生
活

を
す
る
こ
と
で
体
力
や
抵
抗
力
を

高
め
、
感
染
し
に
く
い
状
態
を
保

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
慢
性
疾

患
の
あ
る
方
は
治
療
を
継
続
し
、

忘
れ
ず
に
服
薬
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
季
節
性
と

新
型
と
で
は
区
別
が
つ
き
に
く
い

た
め
、
毎
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
は
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
被

い
、他
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
る
。

使
用
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
す
ぐ

に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。 

テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
が
な
く
、
咳
や
く
し
ゃ

み
を
す
る
際
に
押
さ
え
た
手
や
腕

は
、
す
ぐ
に
洗
う
。
手
を
洗
う
前

に
不
必
要
に
周
囲
に
触
れ
な
い
。

手
を
洗
う
場
所
が
な
い
こ
と
に
備

え
て
、
携
行
用
速
乾
性
擦
式
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
や
パ
ッ
ク
入

り
の
ア
ル
コ
ー
ル
綿
を
用
意
し
て

お
く
と
良
い
。

　

咳
を
し
て
い
る
人
は
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
。

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
0
8
8
8

勝
山
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

勝
山
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

対
策
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

今
ま
で
に
流
行
し
て
い
る
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
違
い
、

市
民
の
多
く
が
免
疫
を
持
た
な
い
新
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発

生
し
た
場
合
に
、
そ
の
感
染
拡
大

を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、
市
民
の

生
命
や
健
康
を
保
護
す
る
と
と
も

に
、
生
活
・
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
勝
山
市
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発

生
し
た
場
合
は
、
勝
山
市
対
策
本

部
を
設
置
し
、
主
に
次
の
こ
と
に

取
り
組
み
ま
す
。

◆ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
発
生

状
況
等
の
情
報
を
収
集
す
る

◆ 

市
民
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る

た
め
の
相
談
窓
口
（
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
）
を
設
置
す
る

◆ 

市
民
を
4
つ
の
対
象
※
に
分
け

て
、
状
況
に
応
じ
た
接
種
順
位

で
予
防
接
種
を
実
施
す
る

※
4
つ
の
対
象

① 

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
妊

婦
等
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
方

②
小
児

③
成
人
・
若
年
者

④
高
齢
者

◆ 

国
や
県
と
連
携
し
て
生
活
物
資

等
を
確
保
す
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が

発
生
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発

生
し
た
場
合
は
、
感
染
を
防
ぐ
た

め
に
外
出
を
避
け
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
次

の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
最
低
限
の
備
蓄

　

災
害
時
と
同
じ
よ
う
に
2
週
間

程
度
の
食
料
品
や
生
活
必
需
品
等

を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
外
出
用
の
マ
ス
ク
は
1

人
当
た
り
25
枚
程
度
備
蓄
し
ま

し
ょ
う
。

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
改
定

　

平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
の
消

費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
水
道

料
金
・
簡
易
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
使
用
料
の
消
費
税
率
を
8
%
に

改
定
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
4
月
1
日

前
か
ら
継
続
し
て
水
道
・
下
水
道

を
ご
利
用
の
場
合
に
は
、
経
過
措

置
と
し
て
、
4
月
1
日
以
後
の
初

回
の
検
針
分
に
限
り
5
%
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
2

階
）　

☎
88
‐
8
1
0
9

宝くじの助成金で宝くじの助成金で
コミュニティ活動の備品を整備コミュニティ活動の備品を整備
【別所区】
　地区の将来を担う子どもた
ちを健全に育成できる環境を
整えるため、公園遊具を新設
しました。
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3
月
定
例
市
議
会
が
2
月
27
日

か
ら
3
月
20
日
ま
で
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
市
議
会
招
集
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
増
え
続
け
る
県
立

恐
竜
博
物
館
へ
の
入
館
者
数
に
対

す
る
受
け
入
れ
体
制
の
強
化
の
必

要
性
に
言
及
し
、「（
仮
）
勝
山
恐

竜
の
森
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
総
合
計

画
」
の
早
期
策
定
と
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
「（
仮
）
恐
竜
の
駅
」
整

備
に
つ
い
て
も
議
会
と
協
議
し
て

い
き
た
い
と
説
明
し
ま
し
た
。

平
成
平
成
2626
年
度
一
般
会
計

年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
な
ど
を
可
決

当
初
予
算
な
ど
を
可
決

3月定例議会

実
施
の
た
め
の
基
準
を
定
め
る
３

件
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
税
条
例

• 

勝
山
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
環
境
美
化
推
進
条
例

• 

勝
山
市
消
防
手
数
料
条
例

• 

勝
山
市
社
会
教
育
委
員設

置
条
例

• 

勝
山
市
青
少
年
問
題
協
議
会

設
置
条
例

• 

勝
山
市
体
育
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
手
数
料
条
例

• 

勝
山
市
簡
易
水
道
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例

• 

勝
山
市
下
水
道
条
例

• 

勝
山
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

廃
止
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
国
際
交
流
基
金
条
例

◆
そ
の
他

　

新
体
育
館
の
建
設
工
事
請
負
契

約
の
締
結
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

1
件
の
請
願
と
3
件
の
陳
情
が
採

択
さ
れ
、『「
手
話
言
語
法
」
制
定

を
求
め
る
意
見
書
』
な
ど
3
件
の

意
見
書
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
予　

算

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
お
よ

び
8
件
の
特
別
会
計
、
1
件
の
企

業
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。（
2
〜
5
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計

お
よ
び
7
件
の
特
別
会
計
と
1
件

の
企
業
会
計
の
補
正
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◆
条
例
な
ど

　

条
例
は
、
6
件
の
制
定
、
12
件

の
一
部
改
正
お
よ
び
1
件
の
廃
止

が
あ
り
ま
し
た
。

制
定
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
職
員
の
修
学
部
分
休
業

に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
職
員
の
自
己
啓
発
等
休

業
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
消
防
長
及
び
消
防
署
長

の
資
格
を
定
め
る
条
例

　

他
に
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業

者
の
指
定
の
基
準
、
特
定
介
護
予

防
支
援
等
の
事
業
内
容
の
基
準
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業

インターハイに続き女子シングルス連覇！

全国高校選抜バドミントン大会

女子シングルス 優勝
山口 茜さん（勝山高校２年）

　高校生で唯一、2014年の日本Ａ代表に選出されている
山口　茜さん（勝山高校２年）が、３月20日から24日まで
長野県松本市で開催された第42回全国高等学校選抜バドミ
ントン大会において、女子シングルスの部で優勝を果たし、
昨夏の全国高校総体（インターハイ）に続いて女子シング
ルス連覇を達成しました。
　また、鈴木咲貴さん（同２年）と組んだダブルスでも、
３位入賞を果たしました。 提供： （公財）全国高体連

　　　　　　バドミントン専門部
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勝
山
市
介
護
保
険
運
営

審
議
会
委
員
の
募
集

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

協
力
団
体
の
募
集

自
主
防
災
組
織
「
備
品
購

入
事
業
」
補
助
金
が
変
更

地
区
公
民
館
施
設

整
備
費
補
助
金
が
変
更

路
線
バ
ス
の
助
成
制
度
を

拡
張
し
ま
し
た

　

市
の
介
護
保
険
に
関
す
る
施
策

を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
、
介
護

保
険
運
営
審
議
会
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
員
▼
３
人

任　

期
▼
6
月
1
日
〜

平
成
28
年
5
月
31
日

活 

動
内
容
▼
市
の
介
護
保
険
施
策

に
関
す
る
審
議
（
勝
山
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
と
勝
山
市
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
運
営
委
員
会
の
委
員
も
兼

務
し
ま
す
）

※ 

今
年
度
は
、
次
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
の
た
め
の
審
議
を

行
い
ま
す

応 

募
資
格
▼
4
月
1
日
現
在
で
次

の
年
齢
の
方
（
性
別
不
問
）

　

・
40
歳
以
上
65
歳
未
満　

2
人

　

・
65
歳
以
上　
　
　
　
　

1
人

応 

募
方
法
▼
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
お
よ
び
応
募
動
機
を

書
い
た
も
の
（
4
0
0
字
詰
め

原
稿
用
紙
1
枚
以
内
）
を
左
記

ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い

応
募
締
切
▼
5
月
1
日
㈭

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
0
8
8
8

　

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
協
力
事
業
と

し
て
各
団
体
が
実
施
す
る
企
画
や

催
物
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
も

の
に
協
力
金
（
1
万
円
）
を
お
支

払
い
し
ま
す
。

条　

件
▼

① 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
企
画

で
あ
る
こ
と

② 

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
協
力
事
業
と

し
て
、
一
般
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ

参
加
者
に
通
知
し
て
良
い
も
の

で
あ
る
こ
と

③ 

当
日
の
受
付
に
お
い
て
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
参
加
者
へ
の
対
応
が
可

能
で
あ
る
こ
と

※ 

対
応
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

④ 

5
月
26
日
㈪
か
ら
10
月
25
日
㈯

の
期
間
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

募 

集
数
▼
10
団
体
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
）

応
募
締
切
▼
5
月
12
日
㈪

※ 

申
請
方
法
等
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
0
8
8
8

　

防
災
資
機
材
の
購
入
の
際
の

「
備
品
購
入
事
業
」
補
助
金
（
補

助
率
3
分
の
2
、限
度
額
20
万
円
）

と
、「
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く

り
事
業
」
補
助
金
（
福
祉
・
児
童

課
）
を
一
元
化
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
除
雪
機
の
購
入

の
際
に
は
全
額（
限
度
額
75
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
機

が
75
万
円
を
超
え
る
場
合
で
あ
っ

て
、
ま
だ
防
災
資
機
材
の
購
入
補

助
を
申
請
し
て
い
な
い
場
合
は
、

75
万
円
を
超
え
る
額
を
防
災
資
機

材
の
購
入
補
助
と
し
て
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
25
年
度
ま
で
に

「
備
品
購
入
事
業
」
補
助
金
を
使

い
切
っ
て
い
る
組
織
等
は
、
防
災

資
機
材
の
購
入
補
助
を
申
請
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
ま

で
に
「
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く

り
」
補
助
金
を
使
用
し
て
い
る
場

合
は
、
除
雪
機
の
購
入
補
助
を
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

問　

総
務
課
（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
1
1
1
6

　

地
区
公
民
館（
ふ
れ
あ
い
会
館
・

集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
の
新
築
、

増
改
築
、
修
繕
工
事
に
お
け
る
補

助
金
に
お
い
て
、
4
月
1
日
か
ら

対
象
工
事
・
補
助
率
を
変
更
し
ま

し
た
。

対
象
工
事
▼

　

1
件
50
万
円
以
上
を

　

1
件
20
万
円
以
上
に

補
助
率
▼

　

対
象
経
費
の
20
％
以
内
を

　

対
象
経
費
の
30
％
以
内
に

問 　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課（
教

育
会
館
2
階
）☎

88
‐
8
1
1
4

　

こ
れ
ま
で
、広
域
路
線
バ
ス「
勝

山
・
大
野
線
」
を
利
用
さ
れ
る
65

歳
以
上
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
方

で
希
望
す
る
方
に
、
利
用
券
（
一

部
料
金
が
割
引
）
を
交
付
す
る
方

法
で
運
賃
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
新
た
に
65
歳
未
満
の
方
に

も
同
様
の
方
法
で
運
賃
助
成
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

利 

用
券
交
付
場
所
▼
市
役
所
、
各

公
民
館

利 

用
方
法
▼
利
用
券
に
乗
車
区
間

を
記
入
し
、
降
車
時
に
利
用
券

と
割
引
後
の
料
金
を
料
金
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い

※ 

利
用
で
き
る
の
は
勝
山
市
内
区

間
に
限
り
ま
す

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
8
1
0
4

公式フェイスブックページ
「勝山市役所 ＰＲ室」
始めました！

　勝山市では、公式フェイス
ブックページ「勝山市役所 ＰＲ
室」を４月１日より始めました。
イベントやお知らせ、本市の
魅力、旬な話題など、様々な
情報を発信していきますのでこ
の機会に是非ご覧ください。

問　秘書・広報課（市役所2階）
　　☎88 ｰ 1114

4
月
投
稿
写
真
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平
成
平
成
2525
年
度
勝
山
市
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業

年
度
勝
山
市
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業

〜
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

　

勝
山
市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
様
々

な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
昨
年
度
は
次
の

よ
う
な
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
1
1
1
5

平成25年度勝山市東日本大震災復興支援事業

活動項目 活　動　内　容

被災地の
子ども受け入れ

とき▶8/1～ 8/5
陸前高田市の児童10名、南相馬市の児童14名が
北郷小学校児童12名と交流しました

被災地物品の販売
もんぜん市や勝山うまいもん祭など市内のイベ
ントで出店販売

希望の灯り点灯
とき▶3/11～ 3/14
市役所および社会福祉協議会で点灯しました

被
災
地
訪
問
ツ
ア
ー
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

今
年
度
は
、
被
災
地
（
福
島
県

南
相
馬
市
）
訪
問
ツ
ア
ー
や
被
災

地
の
物
品
販
売
を
中
心
に
、
支
援

活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

被
災
地
訪
問
ツ
ア
ー
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
広
報
か
つ
や
ま
お
知

ら
せ
版
４
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

被
災
地
訪
問
ツ
ア
ー

と　

き
▼
7
月
下
旬

訪
問
先
▼
福
島
県
南
相
馬
市
他

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
1
1
1
5

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）

　

勝
山
市
地
域
防
災
計
画
案
に
つ

い
て
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲 

覧
場
所
▼
市
役
所
（
総
務
課
）、

す
こ
や
か
、
市
立
図
書
館
、
各

公
民
館
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提 

出
方
法
▼
閲
覧
場
所
に
備
え
付

け
て
あ
る
意
見
記
入
票
に
ご
意

見
等
を
記
入
し
、
総
務
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い

応
募
締
切
▼
4
月
30
日
㈬

問　

総
務
課
（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
1
1
1
6

被災地の子どもたちと北郷小学校の児童たち

様々なイベントで被災地の
物品販売をしました

子どもたちの引率で来られた南相馬市職員から
同市の現状と課題について講演いただきました

希望の灯り
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　就職や退職、進学などをした方は、健康保
険と年金の資格にご注意ください。

就職した場合
　職場の健康保険加入後、国民健康保険の喪
失手続きが必要です。
◆届出先　市民課
◆手続きに必要な物　
新しい職場の被保険者証、国民健康保険被
保険者証、印鑑

退職した場合
　職場の健康保険の資格がなくなるため、次
のいずれかに加入することになります。
　①職場の健康保険の「任意継続」
　②配偶者等の健康保険の扶養
　③国民健康保険
◆届出先
　①加入していた健康保険の事業所
　②配偶者の職場
　③市民課
◆手続きに必要な物
加入していた健康保険資格を喪失したこと
を証明する書類、印鑑、届出人の本人確認
ができるもの（運転免許証など）

進学した場合
　修学するためにほかの市町村へ住民票
を移した方には、遠隔地被保険者証を交
付します。
◆届出先　市民課
◆手続きに必要な物　
在学証明書（平成26年４月以降のもの）、
国民健康保険被保険者証、印鑑、届出人の
本人確認ができるもの

※ 修学を終えた方は遠隔地被保険者証を返却
し住民登録してある市区町村で国民健康保
険に加入してください。

　職場の厚生年金（共済年金）の資格を喪失
した20歳以上60歳未満の方は、国民年金加
入の手続きを行ってください。
◆届出先　市民課
◆手続きに必要な物　
厚生年金などを喪失したことを証明する書
類、印鑑、年金手帳

問　市民課（市役所1階）☎88‐8102

　介護給付費と後期高齢医療費が年々増加して
いることに伴い、勝山市の国民健康保険が負担
する額も増加しており、平成26年4月からの国
民健康保険税の税率を右のとおり改定しました。
　世帯主とその世帯の被保険者の所得が下記の
条件を満たす場合、7割、5割、2割の軽減措置
が適用されます。
7割軽減▶33万円以下
5割軽減▶ （33万円+24万5千円×被保険者数）

以下
2割軽減▶ （33万円+45万円×被保険者数）以下
問　市民課（市役所1階）☎88 ｰ 8102
　　税務課（市役所1階）☎88 ｰ 8101

平成26年度勝山市国民健康保険税率等

医療保険分 後期高齢者
支援金分

介護保険分
(40～ 64歳)

所得割額 課税標準額※1

×5.7％
課税標準額※1

×1.8％
課税標準額※1

×2.1％

資産割額 課税標準額※2

×23.0％
課税標準額※2

×5.8％
課税標準額※2

×5.0％
均等割額
(一人あたり) 26,000円 8,500円 9,500円

平等割額
(一世帯あたり) 23,500円 6,500円 8,000円

限度額 51万円 16万円 14万円
赤字は今回改定したところです。
※1　平成25年中の総所得など － 33万円
※2　平成26年度固定資産税額（都市計画税を除く）

就職・退職・進学したら就職・退職・進学したら
国民健康保険と国民年金の手続きを国民健康保険と国民年金の手続きを

平成26年度の国民健康保険税について平成26年度の国民健康保険税について

国
保
・
年
金

国民健康保険

国民年金

別世帯の方が代理で届出される場合
委任状と代理人の本人確認ができるもの
（免許証など）が必要となります。
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勝
山
地
区
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動

　

10
地
区
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活

動
の
取
り
組
み
を
順
番
に
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

第
3
回
は
勝
山
地
区
で
す
。

　

勝
山
地
区
は
、
柴
田
勝
安
が
勝
山
城
を

築
い
た
戦
国
時
代
、
小
笠
原
家
が
勝
山
藩

主
と
し
て
入
封
し
八
代
続
い
た
江
戸
時
代

か
ら
今
日
ま
で
、
4
3
0
年
余
り
の
歴
史

が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
の
歴
史
と
文
化
を
宝
と
し

て
、こ
れ
ま
で
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

高
札
と
石
柱
を
設
置

　

地
区
内
に
は
、
中
心
を
流
れ
る
大
蓮
寺

川
に
か
か
る
橋
や
旧
跡
を
記
し
た
石
柱
を

10
か
所
、
通
り
の
名
称
や
そ
の
地
域
の
歴

史
を
記
し
た
案
内
板
を
、江
戸
時
代
の「
高

札
」
を
模
し
て
31
か
所
設
置
し
ま
し
た
。

石
柱
の
中
に
は
、
約
2
5
0
年
前
の
平
泉

寺
と
大
野
市
阪
谷
と
の
分
岐
を
示
す
道
標

も
1
か
所
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の

高
札
や
石
柱
の
場

所
を
記
し
た
地
図

を
発
行
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
こ
の
地

図
を
見
な
が
ら
、

町
中
を
散
策
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

歴
史
冊
子
を
発
行

　

口
伝
え
に
語
り
継
が
れ
て
き
た
歴
史
を

後
世
に
伝
え
残
す
た
め
、
掘
り
起
こ
さ
れ

た
地
区
の
歴
史
を
ま
と
め
、
マ
ッ
プ
や
カ

ル
タ
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
案
内
人
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
昭

和
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
様
子
が
う

か
が
え
る
写
真
集
な
ど
を
発
行
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も

　

こ
れ
ら
の
発
掘
し
た
歴
史
を
楽
し
く
興

味
を
持
て
る
よ
う
に
、
健
康
増
進
も
兼
ね

た
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
や
、
子
ど
も

向
け
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
要
素
を
盛
り

込
ん
だ
散
策
も
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
は
遺
産
整
備
や
環
境
を
考
え
た
清

掃
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

勝
山
地
区
は
、
21
区
3
1
8
0
世
帯
と

大
き
く
、
地
区
の
隅
々
ま
で
行
き
届
い
た

事
業
は
困
難
で
す
が
、
今
後
も
地
道
な
活

動
で
町
中
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

※ 

冊
子
類
の
配
布
は
終
了
し
て
い
ま
す

が
、
勝
山
公
民
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

文
章　

勝
山
地
区
エ
コ
推
進
協
議
会

問 　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

事
務
局　

☎
87
‐
1
0
1
1

　

日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　

研
究
会
全
国
大
会
が

勝
山
市
で
開
催
!

と
き
▼
10
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

市民の方々
の

参加をお待
ちして

います

第
26
回　

新
年
度
開
始
！

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
例

年
に
な
い
雪
溶
け
の
早
さ
の
な
か
、
学

校
や
職
場
で
の
異
動
が
行
わ
れ
、
社
会

全
体
と
し
て
も
消
費
税
増
税
さ
れ
る
こ

と
で
、
皆
様
に
と
っ
て
様
々
な
変
化
を

感
じ
ら
れ
る
春
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も

勝
山
市
で
の
生
活
が
4
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
新
た
な
活
動
の
ス
タ
ー
ト
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
持
続
性
を

確
保
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

◆
「
学
校
」
を
対
象
に

　

活
動
の
核
の
１
つ
は
、
や
は
り
「
学

校
」
で
す
。
す
で
に
新
年
度
に
向
け
て

各
学
校
で
打
ち
合
わ
せ
を
始
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
全
小
中
学
校
の
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
へ
の
加
入
も
控
え
て
い
ま

す
し
、
赤
と
ん
ぼ
の
調
査
も
全
小
学
校

へ
と
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
私
の
所
属

す
る
福
井
大
学
の
教
職
大
学
院
に
お
い

て
も
、
荒
土
小
学
校
、
鹿
谷
小
学
校
、

三
室
小
学
校
、
勝
山
高
校
の
先
生
が
大

学
院
生
と
し
て
学
ぶ
こ
と
と
な
り
、
福

井
大
学
と
の
連
携
も
強
ま
り
そ
う
で

す
。
学
力
も
含
め
て
教
育
の
成
果
を
評

価
す
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
と
先
生
の

学
び
を
支
え
る
こ
と
、
勝
山
市
が
持
続

可
能
な
社
会
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
な

積
極
的
な
発
信
を
行
う
こ
と
が
、
私
の

目
標
で
す
。

◆
企
業
と
連
携
し
人
材
育
成
も

　

も
う
１
つ
の
活
動
の
核
と
な
る
の
は

「
民
間
企
業
と
の
連
携
」
で
す
。
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
と
そ
の
社
会
を
担

う
人
材
育
成
は
、
地
元
企
業
に
と
っ
て

切
実
な
課
題
で
す
。
企
業
と
連
携
し
て

そ
の
課
題
に
立
ち
向
か
う
こ
と
で
、
双

方
に
と
っ
て
利
の
あ
る
活
動
を
展
開
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
環
境
教
育
学
会
の
調
査
に
よ

り
、
政
令
指
定
都
市
以
外
の
市
町
村
に

お
い
て
、
勝
山
市
の
環
境
教
育
の
実
施

率
が
「
全
国
1
位
」
と
な
り
ま
し
た
。

確
か
に
、
３
年
間
で
勝
山
は
大
き
く
変

わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
4
年
目
の
活
動
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
私
は
勝
山
市
に
お
い
て
、

な
お
一
層
の
進
展
が
可
能
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
勝
山
に
住
む
一
人
一

人
が
、
未
来
の
勝
山
の
こ
と
を
考
え
て

行
動
し
、「
勝
山
を
自
慢
で
き
る
よ
う

に
な
る
」
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

持続可能な社会づくり　なお一層の進展を　自慢できる勝山へ持続可能な社会づくり　なお一層の進展を　自慢できる勝山へ

hisho
環境10%
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新1年生に防犯ブザーを寄贈
■３月26日　教育会館

　今年の４月に新１年生となる小学生180名を対象
に、福井エフエム放送株式会社から防犯ブザーが勝
山市教育委員会に寄贈されました。入学式の後、新
１年生に配られます。

市環境基本計画改定案に答申
■３月27日　克雪センター

　勝山市環境基本計画の中間見直しの改定案を、市
環境審議会に諮問した結果について、深谷久枝委員
長から見直し案が概ね妥当との答申を受けました。

消防無線がデジタル化し運用開始
■３月24日　勝山消防署

　勝山消防本部で整備が進めらてきた消防救急デジ
タル無線システムの運用が始まり、山岸市長がテス
ト通信を行いました。通話が明瞭になり、より広域
に電波が届くようになりました。

新型除雪車を購入
■３月27日　克雪センター

　老朽化した除雪車に代えて、新しい除雪用ホイル
ローダーを購入しました。次の冬から降雪時に活躍
します。

長年の功労に対し表彰
■３月24日　市役所

　長年に渡り地域医療の発展に貢献された実績が認
められ、医師の佐々木紘昭さん（70）＝旭町２＝が
読売新聞社主催の医療功労賞を受賞されました。

福
井
勝
山
総
合
病
院
が
新
た
に
発
足

■
４
月
１
日　

長
山
町

　

４
月
１
日
か
ら
福
井
社
会
保
険
病
院
は
、
独
立
行
政
法
人

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
「
福
井
勝
山
総
合
病
院
」
と
し
て

新
体
制
で
発
足
し
、
看
板
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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未来の音楽家たちの演奏に魅了される
■３月９日　市民会館

　「かつやまの音楽家のたまごたちコンサート
2013」が開催され、将来有望な子どもたち10名が
演奏を披露し、聴衆を魅了しました。

災害時にも活躍！給水車を初導入
■３月19日　市役所

　市では初めて給水車を導入しました。加圧式ポン
プを備えた車両で、最大25メートルの高さまで給水
可能で、災害や渇水時に3,500㍑の水を供給できます。

ジオパークをテーマに白山市とリレーシンポ
■３月22日　教育会館

　白山手取川ジオパークに認定されている白山市と
勝山市が、「白山がつなぐジオパーク」と題して両市
のジオパークの魅力を紹介するリレーシンポジウム
が開催されました。

市民大学学位認定式
■３月19日　市役所

　勝山市民大学では、受講した講座数に応じて取得
した単位数が、一定の基準を満たした方に修士や学
士の学位認定をしています。今年度末で新たに７名
の方が学位認定されました。

まちづくりの成果を報告！
■３月23日　市民交流センター

　平成25年度わがまち魅力醸成事業の報告会が行わ
れ、新規チャレンジの部11事業と、一般事業の部21
事業の実績報告が行われました。

お
か
ゆ
ぜ
め
！
観
音
さ
ま
の
お
す
す
め

■
３
月
15
日　

遅
羽
町
北
山

　

男
衆
が
地
区
の
女
性
た
ち
に
、
大
量
の
お
か
ゆ
を
食
べ

さ
せ
る
奇
習
「
観
音
さ
ま
の
お
す
す
め
」
が
行
わ
れ
、
大

量
の
お
か
ゆ
に
女
性
た
ち
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
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林
季
梁
遺
徳
碑

　

季
梁
（
９
代
通
保
）
は
享
和
元
年
（
１
８
０

１
）、
代
々
小
笠
原
家
の
家
老
職
を
勤
め
る
林

家
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
岩
三
郎
と
称
し
、
そ

の
後
、
芥
蔵
・
棟
・
季
梁
（
字
名
）
な
ど
と
改
め
、

晩
年
は
毛
川
と
号
し
た
。

　

文
化
12
年
（
１
８
１
５
）
に
知
行
2
5
0
石

で
家
督
を
相
続
し
、
翌
年
江
戸
詰
め
と
な
っ
た
。

江
戸
詰
め
の
傍
ら
、
文
政
10
年
（
１
８
２
７
）

に
江
戸
幕
府
直
轄
の
昌
平
坂
学
問
所
に
入
学
し

て
儒
学
を
学
ん
だ
。
こ
の
間
、
江
戸
後
期
を
代

表
す
る
思
想
家
で
、
幕
末
の
尊
王
攘
夷
運
動
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
頼
山
陽
、
江
戸
末
期
の

儒
学
者
で
「
新
建
成
器
堂
」
額
を
記
し
た
亀
田

綾
瀬
等
と
親
交
を
結
ん
だ
。
毛
川
は
天
保
11
年

（
１
８
４
０
）、
家
老
兼
勝
手
方
頭
取
と
な
り
、

以
後
15
年
に
わ
た
り
勝
山
藩
の
藩
政
改
革
に
努

め
た
。

　

藩
政
に
対
す
る
基
本
理
念
を
示
し
た
『
時
務

拙
論
』
と
、改
革
の
具
体
的
要
点
を
挙
げ
た
『
改

革
要
務
』
に
よ
り
藩
政
改
革
は
進
め
ら
れ
た
。

具
体
的
な
事
蹟
と
し
て
は
、
秦
魯
斎
と
と
も
に

取
り
組
ん
だ
成
器
堂
の
開
設
や
、
長
山
に
講
武

台
（
軍
事
訓
練
場
）
を
造
成
し
た
ほ
か
、
勝
山

煙
草
を
藩
専
売
と
し
、
そ
の
品
種
改
良
と
販
路

拡
大
に
努
め
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
火
消
制
度
の

再
編
・
民
兵
の
採
用
な
ど
、
毛
川
の
功
績
を
数

え
上
げ
る
と
限
り
な
い
。
石
碑
に
は
履
歴
と
そ

の
功
績
の
一
部
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

安
政
２
年
（
１
８
５
５
）、
九
頭
竜
川
の
築

堤
工
事
が
始
め
ら
れ
た
直
後
、
毛
川
は
23
歳
に

な
っ
た
８
代
藩
主
長
守
に
よ
り
突
如
罷
免
さ
れ

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
事
業
を

進
め
る
た
め
多
額
の
御
用
金
を
賦
課
し
た
こ
と

が
暗
に
示
さ
れ
て
い
る
。
同
５
年
病
没
。
孫
に

当
た
る
鶴
太
は
、
明
治
12
年
（
1
8
7
9
）
に

勝
山
製
糸
会
社
の
社
長
を
勤
め
た
。

　

碑
は
明
治
22
年
に
建
て
ら
れ
、
題
字
は
小
笠

原
長
守
、
浄
書
は
毛
川
の
庶
長
子
雪
逢
、
碑
文

は
漢
学
者
の
重
野
安
繹
の
手
に
な
る
。
な
お
、

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
に
は
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
正
五
位
が
贈
ら
れ
た
。

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「医者になりたい
君へ」

～心臓外科医が
伝える命の仕事～

「親子で楽しむ
こどもペット塾」「雑誌倶楽部」

須磨　久善／著
河出書房新社

勝俣　和悦／著
明治書院

出久根　達郎／著
実業之日本社

日本初の難手術「バチスタ手術」（胃大
網動脈を使ったバイパス手術）を成功さ
せ、５千回以上心臓の手術をしてきた著
者が、怖さとの闘い、外科医を志したきっ
かけなどについて語り、命の大切さ、医
学の道の厳しさと素晴らしさを伝える。

ペットがほしいと思ったら、ずっと大切
にできるか、みんなで話し合おう。ペッ
トの種類、飼う前の準備、必要な世話、
どのくらい一緒にいられるのか…。好き
だけではつとまらない飼い主の責任につ
いて考える。

雑誌は、教科書に出ていない事柄や覚え
ても何の役にも立たぬことなど、ありとあ
らゆることを教えてくれる。しかし、無用
の用がこの世には必要なのだ。雑用、雑
考、雑感・・雑の大切さを教えてくれるの
が、雑誌なのである。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成26年3月末 前年比

総件数 145件 －3件

人身事故
（うち高齢者）

15件
（3）

+3件
（0）

死　者
（うち高齢者）

0人
（0）

0人
（0）

傷　者 16人 +4人

物損事故 130件 －6件

4月の納税

2月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 3月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,052人 4 －21 －17 33 －75 －42 11,993人 －59人
女 13,186人 7 －22 －15 32 －64 －32 13,139人 －47人
合　計 25,238人 11 －43 －32 65 －139 －74 25,132人 －106人
世帯数 8,099世帯 8,088世帯 －11世帯

人口の動き

固定資産税▶第1期
納期限▶4月30日㈬　　口座振替▶4月28日㈪

交通事故発生状況
※高齢者=65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪11

この碑は、市民会館と道を挟んで
向かい西側に建っている

広報かつやま4月号 №713 　　 14

勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

子
ど
も
の
け
い
れ
ん
と
は

　

子
ど
も
の
け
い
れ
ん
で
最
も

多
い
の
は
、
熱
が
あ
っ
て
け
い

れ
ん
を
起
こ
す
「
熱
性
け
い
れ

ん
」
で
す
。
こ
の
他
に
も
「
て

ん
か
ん
」
や
脳
炎
・
髄
膜
炎
に

よ
る
け
い
れ
ん
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
が
け
い
れ
ん
を
起
こ
し

た
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
状
態

に
な
り
ま
す
。

• 

左
右
の
眼
球
が
揃
っ
て
上

が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
、
側

方
へ
寄
っ
た
ま
ま
の
状
態
に

な
る

• 

正
面
を
向
い
て
い
て
も
視
線

が
合
わ
な
い

• 

顔
色
や
唇
の
色
が
急
速
に
青

白
く
な
る
。
け
い
れ
ん
が
治

ま
る
と
、
直
後
に
顔
色
も
唇

の
色
も
急
速
に
回
復
す
る

• 

手
足
を
ほ
ぼ
同
時
に
周
期
的

に
大
き
く
伸
ば
し
た
り
、
曲

げ
た
り
す
る

け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
ら

　

け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
ら
、

ま
ず
は
落
ち
着
い
て
し
っ
か
り

〝
観
察
〞
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
観
察
ポ
イ
ン
ト

• 
目
の
位
置
、
手
足
の
状
態

• 

け
い
れ
ん
の
続
い
た
時
間

• 

体
温
（
け
い
れ
ん
が
治
ま
っ

て
か
ら
測
定
）

　

急
に
熱
が
出
て
体
が
震
え
て

い
る
が
、「
意
識
は
は
っ
き
り

し
て
い
る
」
ま
た
は
「
す
や
す

や
寝
て
い
る
」
状
態
は
、
け
い

れ
ん
で
は
な
い
た
め
、
慌
て
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
ば
ら
く
様
子
を
み
ま
し
ょ
う

　

次
の
場
合
は
、
自
宅
で
し
ば

ら
く
様
子
を
見
て
、
通
常
の
診

療
時
間
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

• 

起
こ
っ
た
の
が
１
回
の
み

　
（
５
分
以
内
に
止
ま
っ
た
）

• 

目
を
あ
け
て
周
囲
の
呼
び
か

け
に
反
応
し
た
り
泣
い
た
り

す
る

• 

以
前
に
も
け
い
れ
ん
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
と

き
の
様
子
と
変
わ
り
が
な
い

◆
気
を
つ
け
る
こ
と

• 
静
か
に
寝
か
せ
、
衣
服
を
ゆ

る
め
る
（
ゆ
す
っ
た
り
、
抱

き
し
め
た
り
し
な
い
）

• 

顔
を
横
に
向
け
る
（
吐
い
た

も
の
で
の
窒
息
を
防
ぐ
た

め
）

• 

け
い
れ
ん
中
は
口
の
中
に
物

や
指
を
入
れ
な
い
（
け
が
や

窒
息
を
防
ぐ
た
め
）

す
ぐ
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

• 

生
後
６
か
月
未
満

• 

は
じ
め
て
の
け
い
れ
ん

• 

24
時
間
以
内
に
２
回
以
上
の

け
い
れ
ん
が
起
こ
っ
た

• 

け
い
れ
ん
が
左
右
対
称
で
な

い
• 

体
温
が
38
℃
以
下
で
け
い
れ

ん
を
起
こ
し
た

救
急
車
を
呼
ぶ

• 

け
い
れ
ん
が
５
分
以
上
続
く

• 

け
い
れ
ん
後
、
１
時
間
以
上

た
っ
て
も
意
識
が
は
っ
き
り

し
な
い
（
目
が
合
わ
な
い
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
分

か
ら
な
い
な
ど
）

問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

け
い
れ
ん
編

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

登
山
を
楽
し
く
安
全
に

　

最
近
の
登
山
ブ
ー
ム
で
山

歩
き
を
楽
し
む
人
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
事
故
も
増
え
て

い
ま
す
。
遭
難
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

「
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
」

• 

単
独
登
山
は
避
け
、
経
験
者

と
登
山
す
る

• 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
十
分
な
装

備
で
の
ぞ
み
ま
し
ょ
う

• 

無
理
な
登
山
計
画
は
立
て

ず
、
自
分
に
見
合
っ
た
ゆ
と

り
あ
る
登
山
を
す
る

• 

必
要
な
資
器
材
を
揃
え
ま

し
ょ
う（
携
帯
電
話
、防
寒
具
、

懐
中
電
灯
、
非
常
食
等
）

• 

下
山
時
も
油
断
し
な
い

• 

道
に
迷
っ
た
場
合
は
、
む
や

み
に
歩
き
回
ら
ず
に
携
帯
電

話
等
で
通
報
し
ま
し
ょ
う

※ 

登
山
計
画
書
を
提
出
し
ま

し
ょ
う（
提
出
先
は
左
記
）

勝
山
警
察
署☎

88
‐
０
１
１
０

福
井
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部

地
域
課

☎
0
7
7
6
‐
22
‐
2
8
8
0

• 

福
井
県
警
察
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

等
も
で
き
ま
す

リ
ュ
ウ
ピ
ー
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板


